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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 9,787 ― 903 ― 844 ― 495 ―

20年3月期第2四半期 8,767 12.5 886 5.1 827 23.9 501 24.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 14.75 ―

20年3月期第2四半期 14.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 20,302 7,872 36.1 217.99
20年3月期 20,260 7,540 34.7 209.65

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  7,319百万円 20年3月期  7,040百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 6.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,700 6.8 1,700 △16.0 1,550 △17.2 900 △1.8 26.80

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（１）本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ【定性的情
報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
（２）当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様
式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年8月7日内閣府令第50号）附則第7条第1項第5号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務
諸表規則に基づいて作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  33,619,637株 20年3月期  33,619,637株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  42,890株 20年3月期  38,448株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  33,579,364株 20年3月期第2四半期  33,583,637株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題に端を発した世界的な信用収縮によ

る世界経済の減速と、原材料価格の高騰などによる企業収益の悪化を背景とした設備投資の減少に加え、物価上昇

にともなう個人消費の低迷など、景気の減速感が強まる状況で推移しました。 

 このような状況のもとで当社グループは、前年度より取り組んでいる第２次３ヶ年計画を推進し、その主要課題

である「品質 業界ナンバーワン」、「付加価値の創出」、「財務体質のさらなる強化」、「人材の育成と技能の

継承」の達成に向けて、大型鋳物部門では、フルモールド鋳造法の大型鋳物製品への適用拡大、ロール部門では、

新たに設置した竪型遠心鋳造機による製品の拡販、デンスバー部門での６面加工による付加価値製品の拡販など、

新たな取組みを進めております。また、原材料価格の高止まりに対応すべく、徹底したコスト削減に取り組むと同

時に販売価格の是正と受注の確保に努めてまいりました。 

 このような結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高97億8千7百万円（前年同期比11.6％増）、営業利

益9億3百万円（前年同期比1.9％増）、経常利益8億4千4百万円（前年同期比2.0％増）となり、四半期純利益は4億9

千5百万円（前年同期比1.2％減）となりました。 

 なお、上記の経常利益および四半期純利益には、退職給付会計の数理計算上の差異の償却に係る信託株式の時価

変動による利益を、2億1千1百万円（前年同期 3億4千4百万円）および1億2千5百万円（前年同期 2億4百万円）含

んでおります。 

 前年同期比増減率は、参考として記載しております。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

（１）鋳物・ロール関連事業 

鋳型及びロールは、鉄鋼業界の好調な需要を背景に引き続き堅調に推移しました。小型鋳物は、依然厳しい状

況でしたが、安全性、経済性を重視した次世代型高品位鉄蓋の拡販に努めてまいりました。大型鋳物、自動車用

プレス金型鋳物およびデンスバーは、主要顧客先の産業・工作機械業界や自動車業界の一部に需要後退が見られ

たものの、総じて堅調に推移しました。 

 この結果、当事業の売上高は、83億4千7百万円（前年同期比13.6％増）となりました。 

  

（２）機械・環境関連事業 

送風機は、鉄鋼及び工業炉関連を中心とした設備投資需要は引き続き堅調に推移しましたが、売上高は、前年

同期比若干の減となりました。ボルテックスクーラー・トランスベクター類は、主力の情報機器関連分野の設備

投資需要が依然として低調に推移し、厳しい状況で終始しました。KCメタルファイバーは、主用途のブレーキパ

ッド材向けの需要が引き続き高水準に推移し、主原材料とする銅価格高騰によるコストアップ要因はありました

ものの、好調に推移しました。環境装置事業は、炉修工事の受注拡大と環境装置・機器類を中心に民間需要の開

拓に努めましたが、前年同期比若干の増収にとどまりました。 

 この結果、当事業の売上高は、14億3千9百万円（前年同期比1.4％増）となりました。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

  （１）資産、負債及び純資産の状況 

   （資産）  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、1億7千6百万円減少し、109億4千7百万円となりました。これは、主と

して長短借入金圧縮のため、現金及び預金が7億9千2百万円減少したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、2億2千万円増加し、93億5千2百万円となりました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、4千2百万円増加し、203億2百万円となりました。 

   （負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、1億5千5百万円増加し、91億4千1百万円となりました。これは、主と

して支払手形及び買掛金が6億5百万円増加したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、4億4千5百万円減少し、32億8千8百万円となりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、2億8千9百万円減少し、124億3千万円となりました。 

   （純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、3億3千2百万円増加し、78億7千2百万円となりました。主な要因は

利益剰余金が増加したことによります。  

１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べて、8円34銭増加し、217円99銭となりました。また自己資本比

率は、前連結会計年度末の34.7％から、36.1％となりました。 
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  （２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は(以下「資金」という。)は、16億8千8百万円となり

ました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果、8億2千3百万円の増加となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益8億4千4百万円、

減価償却費4億8千6百万円による資金の増加とたな卸資産の増加5億6千万円、法人税等の支払2億5千2百万円による

資金の減少によるものであります。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果、8億7千9百万円の減少となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出8億6千3百万

円による資金の減少によるものであります。 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果、7億3千1百万円の減少となりました。主な内訳は、借入金の減少5億2千9百万円、配当金の支払

等2億1百万円による資金の減少によるものであります。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成21年３月期通期連結業績予想につきましては、第３四半期以降、世界的な金融市場の混乱、世界経済の減速

による輸出の鈍化など、景気後退色が色濃くなっており、当社グループを取り巻く環境も厳しさを増す状況で推移

していくものと予想されますが、当第２四半期連結累計期間における業績の進捗状況を勘案し、売上高197億円

（前年同期比6.8％増）、営業利益17億円（前年同期比16％減）、経常利益15億5千万円（前年同期比17.2％減）、

当期純利益9億円（前年同期比1.8％減）を見込んでおります。 

 なお、平成20年10月30日に公表いたしました連結業績予想からの修正は行っておりません。 

  

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  

  

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定方法に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 
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（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 

② ①以外の変更（追加情報） 

  

  

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

(1) 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基

準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会

計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成

しております。 

なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸

表規則に基づいて作成しております。 

  

(2) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を第１四

半期連結会計期間から適用し、評価基準については、主として総平均法による原価法から、主として総平均法によ

る原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

これに伴い、当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益が9百

万円、四半期純利益が5百万円それぞれ減少しております。 

なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 

  

(3) リース取引に関する会計基準等の適用 

「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３月30日 企業

会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終

改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号)を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移転

外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係

る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。 

リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

また、当第２四半期連結累計期間において、当該会計基準の変更に該当する所有権移転外ファイナンス・リース

取引は、ありません。 

 この結果、当該変更に伴う影響額は、ありません。 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

当社及び国内の連結子会社の機械装置の耐用年数については、法人税法の改正(減価償却資産の耐用年数等に関す

る省令の一部を改正する省令 平成20年４月30日 財務省令第32号)を契機として経済的耐用年数の見直しを行い、

第１四半期連結会計期間より、改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。 

これに伴い、当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益が18百万

円、四半期純利益が10百万円それぞれ減少しております。 

なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,690 2,483

受取手形及び売掛金 5,467 5,475

商品及び製品 1,285 1,105

仕掛品 1,165 1,037

原材料及び貯蔵品 1,013 760

繰延税金資産 69 72

その他 256 193

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 10,947 11,124

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,190 1,219

機械装置及び運搬具（純額） 2,745 2,784

土地 801 801

その他（純額） 1,202 1,125

有形固定資産合計 5,939 5,931

無形固定資産 39 33

投資その他の資産   

投資有価証券 1,436 1,445

前払年金費用 1,814 1,607

繰延税金資産 0 2

その他 144 132

貸倒引当金 △21 △21

投資その他の資産合計 3,373 3,166

固定資産合計 9,352 9,131

繰延資産 1 3

資産合計 20,302 20,260
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,144 4,538

短期借入金 2,384 2,408

未払法人税等 236 278

賞与引当金 103 98

その他 1,273 1,660

流動負債合計 9,141 8,985

固定負債   

長期借入金 2,263 2,768

繰延税金負債 590 532

退職給付引当金 56 55

未払役員退職慰労金 75 75

環境対策引当金 300 300

その他 2 2

固定負債合計 3,288 3,734

負債合計 12,430 12,720

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,002 2,002

資本剰余金 586 586

利益剰余金 4,202 3,908

自己株式 △7 △6

株主資本合計 6,784 6,491

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 464 475

為替換算調整勘定 70 73

評価・換算差額等合計 535 549

新株予約権 3 2

少数株主持分 549 497

純資産合計 7,872 7,540

負債純資産合計 20,302 20,260
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 9,787

売上原価 7,969

売上総利益 1,817

販売費及び一般管理費 913

営業利益 903

営業外収益  

受取利息及び配当金 19

その他 17

営業外収益合計 36

営業外費用  

支払利息 69

その他 26

営業外費用合計 96

経常利益 844

税金等調整前四半期純利益 844

法人税、住民税及び事業税 223

法人税等調整額 71

法人税等合計 295

少数株主利益 54

四半期純利益 495
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 844

減価償却費 486

賞与引当金の増減額（△は減少） 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1

受取利息及び受取配当金 △19

支払利息 82

売上債権の増減額（△は増加） 51

たな卸資産の増減額（△は増加） △560

仕入債務の増減額（△は減少） 605

前払年金費用の増減額（△は増加） △207

その他 △147

小計 1,138

利息及び配当金の受取額 19

利息の支払額 △82

法人税等の支払額 △252

営業活動によるキャッシュ・フロー 823

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） 4

有形固定資産の取得による支出 △863

有形固定資産の売却による収入 1

無形固定資産の取得による支出 △12

投資有価証券の取得による支出 △8

長期貸付金の回収による収入 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △879

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 229

長期借入金の返済による支出 △759

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △201

財務活動によるキャッシュ・フロー △731

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △788

現金及び現金同等物の期首残高 2,477

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,688
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法

に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年8月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし

書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 （注）１ 事業区分の方法 

日本標準産業分類及び四半期連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

２ 各事業区分の属する主要な内容 

① 鋳物・ロール関連事業……鉄鋼圧延用ロール、鋼塊用鋳型、自動車用金型鋳物、デンスバー（連続鋳造鋳

物材）及び一般鋳物製品等の製造及び販売等に関する事業 

② 機械・環境関連事業………機械製品等の製造及び販売等に関する事業 

環境関連装置・機器等の製造及び販売等に関する事業 

土木、建築工事の請負 

３ 当第２四半期連結累計期間の営業利益のうち、消去又は全社には、退職給付会計の数理計算上の差異の償却

に係る信託株式の時価変動による利益2億1千1百万円が含まれている結果、1億4千9百万円となっておりま

す。 

４ 【定性的情報・財務諸表等】４．その他（3）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示

方法等の変更①会計基準等の改正に伴う変更（2）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用に記載のとお

り、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）を適用し、評価基準については、主として総平均法による原価法から、主として総平均法による

原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は鋳物・ロール関連事業について9百万円減少してお

ります。 

５ 【定性的情報・財務諸表等】４．その他（3）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示

方法等の変更②追加情報(有形固定資産の耐用年数の変更)に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、

改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は鋳物・ロール関連事業12百万円、機械・環境関連事

業1百万円、消去又は全社について3百万円、それぞれ減少しております。 

【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  
鋳物・ロール
関連事業 

（百万円） 

機械・環境 
関連事業 

（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 8,347 1,439 9,787 ― 9,787 

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
― ― ― ― ― 

計 8,347 1,439 9,787 ― 9,787 

営業利益  628 126 754 149 903 
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【海外売上高】 

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 〔百万円〕

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

前連結会計年度末残高 2,002 586 3,908 △6 6,491 

当第２四半期連結会計期間末までの

変動額 
          

剰余金の配当     △201   △201 

四半期純利益     495   495 

自己株式の取得       △0 △0 

その他           

当第２四半期連結会計期間末までの

変動額合計 
    293 △0 292 

当第２四半期連結会計期間末残高 2,002 586 4,202 △7 6,784 
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）中間連結損益計算書 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

区分 金額（百万円） 
百分比 
（％） 

Ⅰ 売上高   8,767 100.0 

Ⅱ 売上原価   7,011 80.0 

売上総利益   1,755 20.0 

Ⅲ 販売費及び一般管理費   868 9.9 

営業利益   886 10.1 

Ⅳ 営業外収益       

１．受取利息・配当金 19     

２．為替差益 14     

３．その他 30 64 0.7 

Ⅴ 営業外費用       

１．支払利息 83     

２．その他 39 123 1.4 

経常利益   827 9.4 

Ⅵ 特別利益       

１．役員退職慰労引当金戻入益 24 24 0.3 

税金等調整前中間純利益   852 9.7 

法人税、住民税及び事業税 81     

法人税等調整額 225 307 3.5 

少数株主利益   44 0.5 

中間純利益   501 5.7 
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前中間純利益 852 

減価償却費 450 

賞与引当金の減少額 △7 

役員賞与引当金の減少額 △30 

貸倒引当金の減少額 △1 

退職給付引当金の増加額 1 

役員退職慰労引当金の減少額  △206 

未払役員退職慰労金の増加額 75 

受取利息及び受取配当金  △19 

支払利息 83 

有形固定資産処分損 7 

売上債権の減少額 86 

たな卸資産の増加額  △106 

仕入債務の増加額  306 

前払年金費用の増加額  △360 

その他  △256 

小計 874 

利息及び配当金の受取額  19 

利息の支払額 △77 

法人税等の支払額  △461 

営業活動によるキャッシュ・フロー 354 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の減少額 4 

有形固定資産の取得による支出  △516 

長期貸付金減少額  0 

その他  △5 

投資活動によるキャッシュ・フロー △517 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増加額  297 

長期借入による収入  2,050 

長期借入金の返済による支出 △1,611 

自己株式の取得による支出  △0 

配当金の支払額  △167 

財務活動によるキャッシュ・フロー 567 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 2 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 407 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,988 

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 2,395 
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（３）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

 前中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

 （注）１ 事業区分の方法 

日本標準産業分類及び中間連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

２ 各事業区分の属する主要な内容 

① 鋳物・ロール関連事業……鉄鋼圧延用ロール、鋼塊用鋳型、自動車用金型鋳物、デンスバー（連続鋳造鋳

物材）及び一般鋳物製品等の製造及び販売等に関する事業 

② 機械・環境関連事業………機械製品等の製造及び販売等に関する事業 

環境関連装置・機器等の製造及び販売等に関する事業 

土木、建築工事の請負 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、中間連結財務諸表提出会社

の本社管理部門にかかる費用であり、当中期連結会計期間においては、退職給付会計の数理計算上の差異の

償却に係る信託株式の時価変動による利益344百万円が含まれている結果、△242百万円となっております。

４ 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計処理基準に関する事項(2)重要な減価償却

資産の減価償却の方法①有形固定資産(追加情報①)に記載のとおり、平成19年３月31日以前に取得したもの

(工具の一部(木型・金型)を除く)については、償却可能限度額までの償却が終了した翌連結会計年度から、

残存簿価を５年間で均等に償却する方法によっております。 

これにより、当中間連結会計期間の営業利益は、鋳物・ロール関連事業27百万円、機械・環境関連事業1百

万円及び消去又は全社について3百万円、それぞれ減少しております。 

５ 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計処理基準に関する事項(2)重要な減価償却

資産の減価償却の方法①有形固定資産(追加情報②)に記載のとおり、工具の一部(金型)については、当中間

連結会計期間より償却限度額を15％から実態に即した評価額となる５％に変更しております。 

これにより、当中間連結会計期間の営業利益は、鋳物・ロール関連事業について27百万円減少しておりま

す。 

６ 事業区分の変更 

事業区分の方法については、従来、「鋳物・ロール関連事業」、「機械関連事業」、「環境プラント関連事

業」の３区分でありましたが、このうち「機械関連事業」と「環境プラント関連事業」を統合して「機械・

環境関連事業」とし、「鋳物・ロール関連事業」と「機械・環境関連事業」の２区分に変更しました。これ

は、「環境プラント関連事業」においてごみ焼却炉を中心とする官需依存体制からの脱却を目指し、環境装

置・機器類を主力に民間需要の開拓に方向転換を図ったことにより、その事業内容が既存の「機械関連事

業」に近づいたことを契機に、事業の業態及び管理上の重要性を勘案し、実態をより的確に反映する事業区

分を採用したものであります。 

なお、当中間連結会計期間のセグメント情報を前中間連結会計期間において用いた事業区分の方法により区

分すると次のようになります。 

  
鋳物・ロール
関連事業 

（百万円） 

機械・環境 
関連事業 

（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 7,347 1,419 8,767 ― 8,767 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 7,347 1,419 8,767 ― 8,767 

営業費用 6,835 1,287 8,122 △242 7,880 

営業利益  512 132 644 242 886 
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前中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

     (注)１ 事業区分の方法 

         日本標準産業分類及び中間連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。  

       ２ 各事業区分の属する主要な内容 

    ① 鋳物・ロール関連事業………鉄鋼圧延用ロール、鋼塊用鋳型、自動車用金型鋳物、デンスバー  

（連続鋳造鋳物材）及び一般鋳物製品等の製造及び販売等に関する

事業 

    ② 機械関連事業…………………機械製品等の製造及び販売等に関する事業 

    ③ 環境プラント関連事業………環境関連装置・機器等の製造及び販売等に関する事業 

土木、建築工事の請負 

【所在地別セグメント情報】 

 前中間連結会計期間（自 平成19年４月1日 至 平成19年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

【海外売上高】 

 前中間連結会計期間（自 平成19年４月1日 至 平成19年９月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

鋳物・ロール

関連事業 

(百万円) 

機械 

関連事業 

(百万円) 

環境プラント

関連事業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

 売上高            

 (1)外部顧客に 

   対する売上高 
7,347 1,357 62 8,767 ― 8,767 

 (2)セグメント間の内部 

   売上高又は振替高  
― ― ― ― ― ― 

 計 7,347 1,357 62 8,767 ― 8,767 

 営業費用 6,835 1,218 68 8,122 △242 7,880 

 営業利益 512 138 △6 644 242 886 
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６．その他の情報 

生産、受注及び販売の状況 

 下記の(1）生産実績、(2）受注状況及び(3）販売実績の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値でありま

す。 

(1）生産実績 

 当第２四半期連結累計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１ 金額は販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況 

 当第２四半期連結累計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 鋳物・ロール関連事業のうち一部鋳物製品については、見込み生産を行っております。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 当第２四半期連結累計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

事業の種類別セグメントの名称 生産高（百万円） 

鋳物・ロール関連事業 8,437 

機械・環境関連事業 1,448 

合計 9,886 

事業の種類別セグメントの名称 受注高（百万円） 受注残高（百万円） 

鋳物・ロール関連事業 7,453 3,975 

機械・環境関連事業 1,526 545 

合計 8,979 4,521 

事業の種類別セグメントの名称 販売高（百万円） 

鋳物・ロール関連事業 8,347 

機械・環境関連事業 1,439 

合計 9,787 
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